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岡山大学教育学部における教員養成のための
「教科内容構成」研究
ᴷ小・中学校教員養成カリキュラムにおける教科内容構成の展開と評価ᴷ
岡山大学教育学部教科構成学開発事業部会（平成23 ～ 27年度）
（佐藤　　園　・　岡崎　ਖ਼࿨　・　Ӊ໺　康࢘　・　斉藤　夏来
౔屋　　૱　・　ඌౡ　　୎　・　三ౡ　஌߶ *　・　後藤　大輔 *
佐藤　大介 *　・　ߴ௩　成信）
　岡山大学教育学部・教師教育開発センターは，平成23 ～ 27年度「教員の資質向上に寄与
する『大学と学校・教育委員会の協働』の実現−学校教育改善との連動で教員養成教育を進
化させる−(先進的教員養成プロジェクト)」にऔり૊Μͩ。ͦ の中の教科構成学開発事業では，
本学部でಠࣗに構築・実ࢪしているコΞ・カリキュラムの中での教科内容構成のありํにͭ
いて，̎ͭのプロセスから研究をߦった。本稿では，平成26年度に学部教育શ体でऔり૊Μ
ͩ「教科内容構成要素に関するシラバス記ड़」と，部会員が平成26・27年度に授業を実践し
た小・中学校の教৬およͼ教科に関する科目（਺学・ཧ科・家庭科・ࠃޠ科）のड講ੜにର
して実ࢪした「教科内容構成ྗ」に関するΞンέート調査の෼ੳから，本学部の教科内容構
成研究の特௃と課題にͭいて検౼した。
,FZXPSETɿskills of subject contents organization, subjects related to the field of specialization and the 
teaching profession, elementary school and junior high school teacher training program
ᶗ．͸͡Ίに－໰題のຊ࣭と研究の໨త－
　ࠓ日，学校教育では，教師の「実践的指ಋྗ」が
ٻめらΕ，ͦ の中৺を઎めているのは教科の「授業」
である。しかし，͜Εまでの教員養成では，「子ど
もの発ୡաఔ΍学習ঢ়گを೺Ѳし，学習指ಋ要領を
౿まえて教科の年間計画を立て୯ݩを構成し，教ࡐ
の開発，学習指ಋҊの作成後，授業実践から省࡯す
る」とい͏教科構成のҰ؏したプロセスを学Ϳ科目
はなかった。͜の໰題は，所Ҧ「在りํ࠙」の報告
書̍）以߱，指ఠさΕている。͜Εにରし，実践的
指ಋྗを༗する教員養成のためには，現在の学ੜ
ݸʑਓのೳྗにґڌするシスςムではなく，大学プ
ロάラムとしてอ証するシスςム΁のస׵がෆՄܽ
であり，ͦΕには，教育実践を֩にਾえた「教科教
育と教科専門を架橋する研究領域」の確立がٻめら
Εている。͜の課題にରして2004年以߱，「教科内
容構成研究」（ౡࠜ大学教育学部）΍「教科内容学」
（޿ౡ大学教育学部，上ӽ・ฌݿ・໐門教育大学）等，
ෳ਺のࠃ立大学๏ਓ教員養成大学・学部で৽たな研
究領域確立΁のऔり૊みがなさΕている̎）３）̐ ）̑ ）６）。
岡山大学教育学部では，͜の課題にରし，ϛοシϣ
ンの࠶定ٛにより，࣍のᶃᶄを実現する教育課ఔに
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より，実践的指ಋྗを༗する教員養成を目的として
ܝ͛た。
ᶃ実践的なೳྗの育成を目指すコΞ・カリキュラムの実ࢪ
ᶄ教科ٴͼ教৬に関する科目をに݁ͼͭけた体ܥ的な教育課ఔ
　本稿では，ᶃᶄの実現により，小・中学校の教員
養成教育において，教育実践を֩にਾえた「教科教
育と教科専門を架橋する研究領域」としての「教科
内容構成」確立を目指した岡山大学教育学部におけ
るऔり૊みを報告したい。
ᶘ ．࣮ફతͳೳྗの育成Λ໨ࢦ͢ίΞɾΧϦΩϡϥ
Ϝの構ஙと࣮ࢪ̓ʣ
̍．໨తと構଄
　岡山大学教育学部では，平成18年度に教員養成
学部に特化した͜とをܖػに，将来計画委員会を中
৺に教員養成コΞ・カリキュラムを構築した。͜Ε
は，「実஍教育」を֩として「教育実践ཧղ科目」「教
育実践基ૅྗ養成科目」「教育実践Ԡ༻ྗ養成科目」
がಉ৺ԁ的に഑ஔさΕたᶃ学習指ಋྗ，ᶄੜ׆指ಋ
ྗ，ᶅコーσΟωートྗ，ᶆϚωジϝントྗの̐ͭ
の教育実践ྗを਎に෇けた૑଄的かͭ൓省的な教員
養成を目的としたカリキュラムである（ਤ̍参照）。
̎．教科ઐ໳科໨ɾ教৬科໨の࠶ฤ
　͜のカリキュラムにおいて，ै来，実践さΕてい
たશての科目は࠶編をٻめらΕた。
ᾇ教科に関する科目
　小学校教員養成における教科に関する科目では，
在りํ࠙の指ఠ「小学校における教育の特ੑをߟえ
ると，Կをいかに教えるかとい͏小学校における教
育のॆ実のため，教科専門と教科教育の෼໺を݁ͼ
ͭけた৽たな෼໺を構築していく͜とがߟえらΕ
る」を౿まえ，小学校における教科専門にඞ要とな
る教科の専門的な内容のみをऔりѻ͏͜ととした。
具体的には，「小学校学習指ಋ要領にن定さΕてい
る教科の指ಋ・学習内容を概؍し，構଄的に੔ཧす
るとともに，ͦの教科内容を指ಋするࡍにඞ要な஌
ࣝ΍ཧ࿦，実ٕ΍実ݧ等のٕೳの基ૅ基本にͭいて
指ಋする」科目として，教科内容研究の࠶編がٻめ
らΕた。
　中学校教員養成における教科に関する科目では，
在りํ࠙の指ఠ「ੜెの発ୡஈ֊΍ଞ教科との関連
ੑをも౿まえどのよ͏な授業を展開す΂きかとい͏
͜とを内容とする͜とが，中学校の教科専門科目の
特৭とߟえる͜とができる」から，中学校における
教科指ಋにඞ要となる教科の専門的内容のみを，コ
Ξ・カリキュラムとしての「中学校教科専門科目」
でѻ͏͜ととした。具体的には，以下の教科ᶗ～ᶚ
にͦの内容を۠෼し，中学校教科専門科目を構଄化
する͜とがٻめらΕた。
・教科ᶗ「教科の教育内容概࿦」：中学校学習指ಋ要領
にن定さΕている教科の指ಋ・学習内容を概؍し，
構଄的に੔ཧするとڞに，ͦの教科内容を指ಋする
ࡍにඞ要な஌ࣝ΍ཧ࿦，実ݧ等のٕೳの基ૅ基本に
ͭいて指ಋする。各教科で，̐～８୯Ґのཤ修をඪ
४とする。
・教科ᶘ「教科のഎܠとなる学໰領域」：中学校におけ
る教科指ಋにඞ要な，各教科のഎܠにあるॾ学໰の
Ұൠ的かͭแׅ的内容にͭいて指ಋする。教員໔ڐ
๏が要੥する教科に関する専門科目܈に基づいて開
講する。各教科で，໔ڐ๏に基づいて開講し，教科
ᶗとあΘせて20୯Ґとする。
・教科ᶙ「教科内容開発࿦」：教育実習΍体ݧ的授業科
目などでの学ੜの授業実践と݁ͼͭけて，より実践
的な教育内容研究をߦったり，ࠓ日ٻめらΕる৽し
い教科内容を学ੜ・教׭がڞಉ開発する。「教科専門
と教科教育๏の༥合科目」とい͏ੑ֨をもͭ。各教
科で３～̑ఔ度開講し，̐୯Ґ෼のཤ修を本学部の
ଔ業要݅とする。
・教科ᶚ「બ୒科目」：ߴ等学校教་໔ڐのऔಘ΍ଔ業
研究にඞ要な科目である。なお，૯合大学の教員養
成学部に;さΘしく，ଞ学部の開ઃ科目もଔ業୯Ґ
として認定できるよ͏にする。
ᾈ教৬に関する科目（各教科の指ಋ๏）
　৽しい教科内容・教ࡐと৽しい授業指ಋ๏を開発
するྗྔを養͏授業科目として，ॳ等と中等༻の「教
科指ಋ๏開発」を３年後ظに৽ઃする。
̏．ίΞɾΧϦΩϡϥϜの࣮ࢪとվగ
　͜のコΞ・カリキュラムは，実ࢪ݁果から改గさ
Ε，平成22年度からは教৬実践Πンターンシοプ
をؚΉ「教৬実践ԋ習」が̐学年の通年ඞ修科目と
してҐஔづけらΕたVer.2が教員養成コース別のཤ
修Ϟσϧ８）としてࣔさΕ，現在，実ࢪ中である。
ᶙ ．教科ٴび教৬にؔ͢る科໨Λ༗ػతに݁びͭけ
ͨମܥతͳ教育課ఔの開発と࣮ફ̕ʣ
　͜の課題に関しては，平成23 ～ 27年度文部科学
省特別経費による「先進的教員養成プロジェクト」
のҰͭとして，教科構成学開発事業部会により開発
を進めた。
̍．教һཆ成Ͱ教科内容構成Λ͍͔に学͹ͤる͔
　部会でॳ年度にऔり૊Μͩのは，「教員養成で教
科内容構成をいかに学͹せるか」をߟえるために，
「教科内容構成とはԿかʁ」，ͦの「カリキュラム上
のҐஔづけはʁ」「いかに教えるのかʁ」の૬ޓに
関連する໰いに౴える͜とであった。
ᾇ教科内容構成とはԿかʁ
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　ͦのため，教科内容構成のඞ要ੑと本学部のカリ
キュラムの課題を確認し，「教科内容構成学」のҙ
ຯを先ߦ研究から検౼・ٞ࿦した。ͦの݁果，部会
の名শは「教科構成学」となっているが，ࢲたͪは
「学」をଧͪ立てる͜とではなく，カリキュラムの
中に教科教育と教科内容の架橋による授業開発のプ
ロセスをシスςムとして作る͜とに目的をஔいた。
ͦの上で「教科内容構成開発」のओたる課題を「子
どもの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گにԠ͡て，教科の内容を
構成し，授業をߦ͏プロセスを૯合的に教える授業
内容ٴͼํ๏を開発する͜と」と捉えた。さらに「教
科内容構成」を，以下のよ͏に௕ظ的にߟえるプロ
セスᶃと୹ظ的にߟえるプロセスᶄの̎ஈ֊に෼け
てߟえる͜ととし，「教科内容構成」に関する学習
目ඪを「͜Εら̎ͭのプロセスを৭ʑな授業科目を
通͡て体ݧ，学習する͜とによって，教科の目ඪか
ら内容を，内容から教ࡐを，教ࡐから授業を子ども
のঢ়گに૬Ԡしいܗで૑りग़すྗྔをܗ成する」͜
ととした。
・プロセスᶃ：学校の教育目ඪを実現するために，各
教科において，学習指ಋ要領とͦΕに基づいて作成
さΕた教科書にଇりながらも，ͦΕらをӽえて，子
どもの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گ，教科内容のܥ統ੑ，原
ཧをߟྀして，どのஈ֊でどのよ͏な内容，教ࡐを
༻いて指ಋするのが૬Ԡしいのかを検౼，計画する。
・プロセスᶄ：શ体の指ಋ計画の中にҐஔづけて，ͦ
ΕͧΕの授業の指ಋҊを作成して実ࢪした後，授業
をৼりฦり改善をߦ͏（教科書教ࡐの࠶構築，ิॆ
およͼ教ࡐのࠩしସえ等をؚΉ）。
ᾈカリキュラム上のҐஔづけといかに教えるのか
　࣍に，͜の教科内容構成のプロセスをカリキュラ
ム上のど͜にどのよ͏にҐஔづけて教えるのか，を
検౼した。ͦΕは，プロセスの޿さ・ෳࡶさから，
৽たな授業科目をઃ定し，୯ಠのあるいはいくͭか
の授業科目でカバーできるものではなく，本学部で
教科教育・教科専門・教育実習の༥合を目指して編
成・実ࢪしてきたコΞ・カリキュラムશ体を通して
しか指ಋする͜とができないのではないか，とい͏
݁࿦にࢸった。しかし，ͦΕを実現していくために
は，ྫえ͹，ਤ̎にࣔすよ͏に，実ࡍに̎ͭのプロ
セスが学΂るよ͏に授業科目を連ܞ・統合していく
͜とが課題として࢒さΕた。
̎．課題ղܾに޲けͨऔり૊Έ
　͜の課題をղܾするために，部会では，資ྉ̍に
ࣔす「教科構成（学）研究」，「学校現৔，ෟ属小・
中学校との連ܞ」，「授業ϏσΦラΠϒラリー構築」，
「FD׆動」から授業の内容΍ありํをߟえるऔり૊
みをߦっていった。
　͜Εらのऔり૊みの中で，平成26年度に学部શ
教員でऔり૊Μͩ「教科内容構成要素に関するシラ
バス記ड़」と，部会員が平成25年度に教科内容構
成指ಋ教科書をࣥචし，平成26・27年度に授業を
実践した小・中学校の教৬およͼ教科に関する科目
（ࢉ਺・਺学，ཧ科，家庭科，ࠃޠ科）の「ड講ੜ
にରして実ࢪしたΞンέート調査」，の෼ੳから，
岡山大学教育学部における教科内容構成研究の特௃
と課題にͭいて検౼したい。
ᶚ ．ຊ学部開ߨतۀ科໨のγϥόεهड़にΈる教科
内容構成
̍．໨తと࣮ࢪํ๏
　部会では，授業を୲౰する教員と学Ϳ学ੜに，各
授業と教科内容構成とのͭながりをよりҙࣝ化させ
る͜とと，学部のカリキュラム編成・改善に׆༻す
る͜とを目的として，表̍にࣔす教科内容構成のプ
ロセス̍と̎に関する要素を߲̑目ͣͭઃ定した。
さらに教຿委員会を通してશ学にґཔし，͜の「教
科内容構成に関する要素」のνェοクϘοクスを教
育学部の授業シラバスに෇けՃえてもらった。学部
教員にରして，平成27年度のシラバス入ྗに合Θ
せて，各授業にؚまΕる要素の確認をґཔした。
̎．ճ౴݁Ռと෼ੳํ๏
　ͦの݁果，表̎にࣔすよ͏に，小・中学校の教員
養成に関する779の授業の͏ͪの75ˋにあたる585
の授業でճ౴があり，ͦの中の487の授業で教科内
容構成要素に関する記入があった。
ද̍ɹ教科内容構成にؔ͢るཁૉ
教科内容構成ɹཁૉ
ϓϩηε
ᶃ ᶄ
学ߍの教育໨ඪとのؔ܎ ˓
学शࢦಋཁྖɾ教科ॻとのؔ܎ ˓
ࢠͲ΋の発ୡஈ֊΍学शঢ়گにԠͨ͡教科内容ฤ成 ˓
教科内容のܥ౷ੑとݪཧ ˓
教科ࢦಋにおける教科ઐ໳஌ࣝの࠶構成 ˓
શମのΧϦΩϡϥϜɾࢦಋܭըにおける֤तۀのҐஔ෇け ˓
֤तۀの学शࢦಋҊの࡞成 ˓
࡞成ͨ͠学शࢦಋҊによるतۀ࣮ࢪ ˓
࣮ࢪͨ͠तۀのৼりฦりとվળ ˓
教科ઐ໳஌ࣝと教ࡐ研究ɾ教ࡐ開発 ˓
ද̎ɹ教科内容構成ཁૉのճ౴݁Ռ
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　ͦのため，教科内容構成のඞ要ੑと本学部のカリ
キュラムの課題を確認し，「教科内容構成学」のҙ
ຯを先ߦ研究から検౼・ٞ࿦した。ͦの݁果，部会
の名শは「教科構成学」となっているが，ࢲたͪは
「学」をଧͪ立てる͜とではなく，カリキュラムの
中に教科教育と教科内容の架橋による授業開発のプ
ロセスをシスςムとして作る͜とに目的をஔいた。
ͦの上で「教科内容構成開発」のओたる課題を「子
どもの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گにԠ͡て，教科の内容を
構成し，授業をߦ͏プロセスを૯合的に教える授業
内容ٴͼํ๏を開発する͜と」と捉えた。さらに「教
科内容構成」を，以下のよ͏に௕ظ的にߟえるプロ
セスᶃと୹ظ的にߟえるプロセスᶄの̎ஈ֊に෼け
てߟえる͜ととし，「教科内容構成」に関する学習
目ඪを「͜Εら̎ͭのプロセスを৭ʑな授業科目を
通͡て体ݧ，学習する͜とによって，教科の目ඪか
ら内容を，内容から教ࡐを，教ࡐから授業を子ども
のঢ়گに૬Ԡしいܗで૑りग़すྗྔをܗ成する」͜
ととした。
・プロセスᶃ：学校の教育目ඪを実現するために，各
教科において，学習指ಋ要領とͦΕに基づいて作成
さΕた教科書にଇりながらも，ͦΕらをӽえて，子
どもの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گ，教科内容のܥ統ੑ，原
ཧをߟྀして，どのஈ֊でどのよ͏な内容，教ࡐを
༻いて指ಋするのが૬Ԡしいのかを検౼，計画する。
・プロセスᶄ：શ体の指ಋ計画の中にҐஔづけて，ͦ
ΕͧΕの授業の指ಋҊを作成して実ࢪした後，授業
をৼりฦり改善をߦ͏（教科書教ࡐの࠶構築，ิॆ
およͼ教ࡐのࠩしସえ等をؚΉ）。
ᾈカリキュラム上のҐஔづけといかに教えるのか
　࣍に，͜の教科内容構成のプロセスをカリキュラ
ム上のど͜にどのよ͏にҐஔづけて教えるのか，を
検౼した。ͦΕは，プロセスの޿さ・ෳࡶさから，
৽たな授業科目をઃ定し，୯ಠのあるいはいくͭか
の授業科目でカバーできるものではなく，本学部で
教科教育・教科専門・教育実習の༥合を目指して編
成・実ࢪしてきたコΞ・カリキュラムશ体を通して
しか指ಋする͜とができないのではないか，とい͏
݁࿦にࢸった。しかし，ͦΕを実現していくために
は，ྫえ͹，ਤ̎にࣔすよ͏に，実ࡍに̎ͭのプロ
セスが学΂るよ͏に授業科目を連ܞ・統合していく
͜とが課題として࢒さΕた。
̎．課題ղܾに޲けͨऔり૊Έ
　͜の課題をղܾするために，部会では，資ྉ̍に
ࣔす「教科構成（学）研究」，「学校現৔，ෟ属小・
中学校との連ܞ」，「授業ϏσΦラΠϒラリー構築」，
「FD׆動」から授業の内容΍ありํをߟえるऔり૊
みをߦっていった。
　͜Εらのऔり૊みの中で，平成26年度に学部શ
教員でऔり૊Μͩ「教科内容構成要素に関するシラ
バス記ड़」と，部会員が平成25年度に教科内容構
成指ಋ教科書をࣥචし，平成26・27年度に授業を
実践した小・中学校の教৬およͼ教科に関する科目
（ࢉ਺・਺学，ཧ科，家庭科，ࠃޠ科）の「ड講ੜ
にରして実ࢪしたΞンέート調査」，の෼ੳから，
岡山大学教育学部における教科内容構成研究の特௃
と課題にͭいて検౼したい。
ᶚ ．ຊ学部開ߨतۀ科໨のγϥόεهड़にΈる教科
内容構成
̍．໨తと࣮ࢪํ๏
　部会では，授業を୲౰する教員と学Ϳ学ੜに，各
授業と教科内容構成とのͭながりをよりҙࣝ化させ
る͜とと，学部のカリキュラム編成・改善に׆༻す
る͜とを目的として，表̍にࣔす教科内容構成のプ
ロセス̍と̎に関する要素を߲̑目ͣͭઃ定した。
さらに教຿委員会を通してશ学にґཔし，͜の「教
科内容構成に関する要素」のνェοクϘοクスを教
育学部の授業シラバスに෇けՃえてもらった。学部
教員にରして，平成27年度のシラバス入ྗに合Θ
せて，各授業にؚまΕる要素の確認をґཔした。
̎．ճ౴݁Ռと෼ੳํ๏
　ͦの݁果，表̎にࣔすよ͏に，小・中学校の教員
養成に関する779の授業の͏ͪの75ˋにあたる585
の授業でճ౴があり，ͦの中の487の授業で教科内
容構成要素に関する記入があった。
ද̍ɹ教科内容構成にؔ͢るཁૉ
教科内容構成ɹཁૉ
ϓϩηε
ᶃ ᶄ
学ߍの教育໨ඪとのؔ܎ ˓
学शࢦಋཁྖɾ教科ॻとのؔ܎ ˓
ࢠͲ΋の発ୡஈ֊΍学शঢ়گにԠͨ͡教科内容ฤ成 ˓
教科内容のܥ౷ੑとݪཧ ˓
教科ࢦಋにおける教科ઐ໳஌ࣝの࠶構成 ˓
શମのΧϦΩϡϥϜɾࢦಋܭըにおける֤तۀのҐஔ෇け ˓
֤तۀの学शࢦಋҊの࡞成 ˓
࡞成ͨ͠学शࢦಋҊによるतۀ࣮ࢪ ˓
࣮ࢪͨ͠तۀのৼりฦりとվળ ˓
教科ઐ໳஌ࣝと教ࡐ研究ɾ教ࡐ開発 ˓
ද̎ɹ教科内容構成ཁૉのճ౴݁Ռ
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　部会では，記ड़のみらΕた授業科目のσータに関
して，以下の̎ͭの؍点から෼ੳをՃえた。
・開講授業科目਺におけるプロセスᶃとプロセスᶄの
バランス（ׂ合）
・開講授業科目਺における各߲目別のバランス（ׂ合）
̏．ຊ学部の開ߨतۀ科໨にΈる教科内容構成
　以上の෼ੳの݁果，本学部の開講授業科目には，
以下の̐ͭの特௃がみらΕた。
ᶃ授業科目શ体の教科内容構成要素
　ਤ３は，授業科目શ体の教科内容構成要素の内༁
をࣔしたものである。プロセスᶃ（1011݅）の授
業科目がプロセスᶄ（541݅）の໿̎ഒであり，プ
ロセスᶃでは「教科内容のܥ統ੑと原ཧ」，プロセ
スᶄでは「教科専門஌ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ開発」が
ଟい܏向にあった。
ᶄ科目属ੑ（教科・教৬）による教科内容構成要素
　࣍に，ਤ̐にࣔす科目属ੑ（教৬・教科）による
教科内容構成要素の内༁をみると，教৬に関する科
目では「学校の教育目ඪとの関܎」「学習指ಋ要領・
教科書との関܎」「子どもの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گに
Ԡ͡た教科内容編成」「各授業の学習指ಋҊの作成」
が50ˋをӽえていた。教科に関する科目では，「教
科内容のܥ統ੑと原ཧ」「教科指ಋにおける教科専
門஌ࣝの࠶構成」「教科専門஌ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ
開発」が50ˋをӽえていた。
ᶅ科目શ体の教科内容構成要素のਪҠ
　ਤ̑は，̍年࣍から̐年࣍までのཤ修年࣍による
科目શ体の教科内容構成要素のਪҠをࣔしたもので
ある。プロセスᶃは，શ体として学年進ߦに൐いݮ
গ܏向にあるが，「学校の教育目ඪとの関܎」「子ど
もの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گにԠ͡た教科内容編成」は，
̐年間を通͡てؚまΕていた。ٯに，プロセスᶄは，
学年進ߦに൐い増Ճ܏向にあったが，「教科専門஌
ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ開発」は̐年࣍でٸܹにݮগし
ていた。
ᶆ教科指ಋ・教ࡐ研究等，教৬実践ԋ習に܎る科目
と教科内容構成要素の関܎
　ਤ６は，教科指ಋ・教ࡐ研究関܎の授業科目およ
ͼ教৬実践ԋ習に関する科目と教科内容構成要素の
関܎をࣔしたものである。本学部がコΞ・カリキュ
ラムを構築するࡍに৽ઃした教科の内容࿦・内容開
発には，プロセスᶄの要素がগない܏向がみらΕる。
ಉ͡く৽ઃした教科の指ಋ๏開発には，プロセスᶃ
とᶄの要素がバランスよくؚまΕていた。しかし，
コΞ・カリキュラムの最終ஈ֊となる教৬実践ԋ習
では，「教科専門஌ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ開発」の要
素がશくؚまΕていなかった。
 ̐．ίΞɾΧϦΩϡϥϜશମΛ௨ͯ͠の教科内容構
成ࢦಋの特徴
　本学部では，コΞ・カリキュラムશ体を通して，
教科内容構成のྗྔをܗ成する͜とを目指した。ͦ
のため，௿学年の授業科目ではプロセスᶃを学ͼ，
授業実践を൐͏プロセスᶄは３年࣍からとい͏܏向
がみらΕるが，ͦΕらは「学校の教育目ඪ」と「子
どもの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گ」を基൫にして授業内容
が૊み立てらΕているとߟえらΕた。
　しかし，ਤ̎にࣔすよ͏に，授業科目を構଄化し，
各授業のੵみ上͛ํࣜにより「教育実践ྗ」の׬成
を目指した本学部のコΞ・カリキュラムの最終ஈ֊
となる「教৬実践ԋ習」には，プロセスᶄの「教科
専門஌ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ開発」の要素がશくؚま
Εていなかった。͜Εは，教科内容構成ྗの育成か
らߟえるなら͹，「教৬実践ԋ習」は，طに，シラ
バスのϨϕϧで，コΞ・カリキュラムの最終ஈ֊の
໾ׂを果たす͜とができない͜とになる。ΉしΖ，
ͦのલஈ֊の「教科指ಋ๏開発」が教科内容構成ྗ
育成の最終ஈ֊を୲っているとߟえらΕたが，大学
内で授業としてߦ͏指ಋ๏開発では，教科内容構成
ྗを「実践的指ಋྗ」としていくためには，ݶքが
ある。
　͜の໰題は，シラバス記ड़の݁果から「教৬に関
する科目」と「教科に関する科目」でର৅とする͜
とができる教科内容構成のプロセスᶃとᶄの要素が
ҟなっており，プロセスᶄには授業実践とͦの省࡯
がؚまΕている͜とをߟえるなら͹，学ੜが大学の
授業で学Ϳ教৬・教科に関する科目と，ͦΕらをカ
リキュラムのコΞとなっている「教育実践」とどの
よ͏に݁ͼͭけていくのかを，シラバスஈ֊からߟ
え，教৬・教科・教育実習をҰ連のカリキュラムと
して構૝していかなけΕ͹，本学部のコΞ・カリキュ
ラムでの教科内容構成ྗの育成は๬めない͜とをࣔ
ࠦしているとߟえらΕた。
ᶛ ．খɾத学ߍ教৬ɾ教科にؔ͢る科໨におけるत
ۀの࣮ࡍと教科内容構成ྗの育成
̍．໨త
　部会では，平成23年度から開࢝した教科内容構
成のऔり૊みを検証するために，平成26年度から，
授業における学ੜの教科内容構成ྗの育成の検౼を
開࢝し，ड講ੜにରして実ࢪするΞンέート調査を
作成した。
　さらに，ਤ̎にࣔした中学校教員養成コΞ・カリ
キュラムを構築するために৽たにઃけらΕ，教科内
容構成ྗの育成にࡍしݤとなるとߟえらΕた「教科
ᶗ：内容࿦」と「教科指ಋ๏開発」，小学校教員養
岡山大学教育学部における教員養成のための「教科内容構成」研究
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　部会では，記ड़のみらΕた授業科目のσータに関
して，以下の̎ͭの؍点から෼ੳをՃえた。
・開講授業科目਺におけるプロセスᶃとプロセスᶄの
バランス（ׂ合）
・開講授業科目਺における各߲目別のバランス（ׂ合）
̏．ຊ学部の開ߨतۀ科໨にΈる教科内容構成
　以上の෼ੳの݁果，本学部の開講授業科目には，
以下の̐ͭの特௃がみらΕた。
ᶃ授業科目શ体の教科内容構成要素
　ਤ３は，授業科目શ体の教科内容構成要素の内༁
をࣔしたものである。プロセスᶃ（1011݅）の授
業科目がプロセスᶄ（541݅）の໿̎ഒであり，プ
ロセスᶃでは「教科内容のܥ統ੑと原ཧ」，プロセ
スᶄでは「教科専門஌ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ開発」が
ଟい܏向にあった。
ᶄ科目属ੑ（教科・教৬）による教科内容構成要素
　࣍に，ਤ̐にࣔす科目属ੑ（教৬・教科）による
教科内容構成要素の内༁をみると，教৬に関する科
目では「学校の教育目ඪとの関܎」「学習指ಋ要領・
教科書との関܎」「子どもの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گに
Ԡ͡た教科内容編成」「各授業の学習指ಋҊの作成」
が50ˋをӽえていた。教科に関する科目では，「教
科内容のܥ統ੑと原ཧ」「教科指ಋにおける教科専
門஌ࣝの࠶構成」「教科専門஌ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ
開発」が50ˋをӽえていた。
ᶅ科目શ体の教科内容構成要素のਪҠ
　ਤ̑は，̍年࣍から̐年࣍までのཤ修年࣍による
科目શ体の教科内容構成要素のਪҠをࣔしたもので
ある。プロセスᶃは，શ体として学年進ߦに൐いݮ
গ܏向にあるが，「学校の教育目ඪとの関܎」「子ど
もの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گにԠ͡た教科内容編成」は，
̐年間を通͡てؚまΕていた。ٯに，プロセスᶄは，
学年進ߦに൐い増Ճ܏向にあったが，「教科専門஌
ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ開発」は̐年࣍でٸܹにݮগし
ていた。
ᶆ教科指ಋ・教ࡐ研究等，教৬実践ԋ習に܎る科目
と教科内容構成要素の関܎
　ਤ６は，教科指ಋ・教ࡐ研究関܎の授業科目およ
ͼ教৬実践ԋ習に関する科目と教科内容構成要素の
関܎をࣔしたものである。本学部がコΞ・カリキュ
ラムを構築するࡍに৽ઃした教科の内容࿦・内容開
発には，プロセスᶄの要素がগない܏向がみらΕる。
ಉ͡く৽ઃした教科の指ಋ๏開発には，プロセスᶃ
とᶄの要素がバランスよくؚまΕていた。しかし，
コΞ・カリキュラムの最終ஈ֊となる教৬実践ԋ習
では，「教科専門஌ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ開発」の要
素がશくؚまΕていなかった。
 ̐．ίΞɾΧϦΩϡϥϜશମΛ௨ͯ͠の教科内容構
成ࢦಋの特徴
　本学部では，コΞ・カリキュラムશ体を通して，
教科内容構成のྗྔをܗ成する͜とを目指した。ͦ
のため，௿学年の授業科目ではプロセスᶃを学ͼ，
授業実践を൐͏プロセスᶄは３年࣍からとい͏܏向
がみらΕるが，ͦΕらは「学校の教育目ඪ」と「子
どもの発ୡஈ֊΍学習ঢ়گ」を基൫にして授業内容
が૊み立てらΕているとߟえらΕた。
　しかし，ਤ̎にࣔすよ͏に，授業科目を構଄化し，
各授業のੵみ上͛ํࣜにより「教育実践ྗ」の׬成
を目指した本学部のコΞ・カリキュラムの最終ஈ֊
となる「教৬実践ԋ習」には，プロセスᶄの「教科
専門஌ࣝと教ࡐ研究・教ࡐ開発」の要素がશくؚま
Εていなかった。͜Εは，教科内容構成ྗの育成か
らߟえるなら͹，「教৬実践ԋ習」は，طに，シラ
バスのϨϕϧで，コΞ・カリキュラムの最終ஈ֊の
໾ׂを果たす͜とができない͜とになる。ΉしΖ，
ͦのલஈ֊の「教科指ಋ๏開発」が教科内容構成ྗ
育成の最終ஈ֊を୲っているとߟえらΕたが，大学
内で授業としてߦ͏指ಋ๏開発では，教科内容構成
ྗを「実践的指ಋྗ」としていくためには，ݶքが
ある。
　͜の໰題は，シラバス記ड़の݁果から「教৬に関
する科目」と「教科に関する科目」でର৅とする͜
とができる教科内容構成のプロセスᶃとᶄの要素が
ҟなっており，プロセスᶄには授業実践とͦの省࡯
がؚまΕている͜とをߟえるなら͹，学ੜが大学の
授業で学Ϳ教৬・教科に関する科目と，ͦΕらをカ
リキュラムのコΞとなっている「教育実践」とどの
よ͏に݁ͼͭけていくのかを，シラバスஈ֊からߟ
え，教৬・教科・教育実習をҰ連のカリキュラムと
して構૝していかなけΕ͹，本学部のコΞ・カリキュ
ラムでの教科内容構成ྗの育成は๬めない͜とをࣔ
ࠦしているとߟえらΕた。
ᶛ ．খɾத学ߍ教৬ɾ教科にؔ͢る科໨におけるत
ۀの࣮ࡍと教科内容構成ྗの育成
̍．໨త
　部会では，平成23年度から開࢝した教科内容構
成のऔり૊みを検証するために，平成26年度から，
授業における学ੜの教科内容構成ྗの育成の検౼を
開࢝し，ड講ੜにରして実ࢪするΞンέート調査を
作成した。
　さらに，ਤ̎にࣔした中学校教員養成コΞ・カリ
キュラムを構築するために৽たにઃけらΕ，教科内
容構成ྗの育成にࡍしݤとなるとߟえらΕた「教科
ᶗ：内容࿦」と「教科指ಋ๏開発」，小学校教員養
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成コΞ・カリキュラムでશ学ੜにඞ修として課さΕ
ている「教科授業研究」と「教科内容研究」の授業
で，部会員が教科内容構成指ಋ教科書をࣥචし実践
した「中等਺学科指ಋ๏開発A」，「中等ཧ科内容࿦
（஍学）」，「ॳ等家庭科授業研究」，「ॳ等家庭科内容
研究」，「中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）」のड講ੜに
ରしてΞンέート調査を実ࢪした。
̎．तۀの֓ཁ
　教科内容構成の視点で構成・実ࢪした授業科目の
概要は，以下にࣔす通りである10）。
ᾇ「中等਺学科指ಋ๏開発A」（教৬に関する科目）
　਺学教育専修11）に所属している小・中学校教育
コースの３・̐年࣍ੜをର৅に，教科教育と教科内
容の教員がTTで開講している܁りฦしཤ修Մೳな
プロセスᶄをؚΉ授業である。授業作りのϙΠント
を講ٛした後，学ੜがॎׂりのάϧープに෼かΕ，
各άϧープでࢉ਺・਺学のҰͭの内容をऔり上͛，
指ಋ計画を作成し，ϚΠクロςΟーνンάを実ࢪす
る。最後に実践をৼりฦり，授業づくりのϙΠント
ٴͼ教ࡐの਺学的എܠを確認する内容となってい
る。
ᾈ「中等ཧ科内容࿦（஍学）」（教科に関する科目：
教科ᶗ）
　ཧ科教育専修に所属している小・中学校教育コー
ス̎年࣍ੜをର৅に，教科内容の教員が，中学校ཧ
科の஍学領域（小学校・ߴ等学校との関連もؚΉ）
の内容と最先୺の科学とのܨがり等にͭいて講ٛす
るとڞに，学校の教科書でऔりѻΘΕている現৅に
関する৽しい研究による実ଶ೺Ѳ΍ղऍにͭいても
ఏࣔする。プロセスᶃの教科内容のܥ統ੑの原ཧと
教科指ಋにおける教科専門஌ࣝの࠶構成を目的とす
る内容となっている。
ᾉ「ॳ等家庭科授業研究」（教৬に関する科目）・「ॳ
等家庭科内容研究」（教科に関する科目）
　小学校教育コース̎年࣍ੜをର৅に，教科教育の
教員によるॳ等家庭科授業研究と教科教育・教科内
容の教員がTT体制で指ಋするॳ等家庭科内容研究
により，プロセスᶃをୡ成するよ͏計画している。
授業研究では，家庭科の目的と内容・授業構成ཧ࿦
を講ٛし，内容研究では，小学校家庭科の現ߦ学習
指ಋ要領と教科書を学ੜが෼ੳし，ͦの໰題のղܾ
を教科内容学と教科教育学から୳ٻしていく内容と
なっている。
ᾊ「中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）」（教科に関する科
目：教科ᶗ）
　ࠃޠ科教育専修に所属している小・中学校教育
コース̍年࣍ੜをର৅に，教科内容の教員が，ࠃޠ
科教員にඞਢの஌ݟと指ಋྗを育成するために，中
等ࠃޠ科における׽文学の現୅的ҙٛ・教育的ҙٛ
を講ٛする。具体的には，中・ߴ等学校教科書を中
৺にͦのಡղと׽文教ࡐとしてのݟ஍から検౼をՃ
え，特௃΍指ಋす΂き内容（小学校との関連もؚΉ）
にͭいて講ٛするものであり，ࣗらの׽文教育؍の
基ૅを築き，教ࡐ開発をߦ͏͜とを目指している。
プロセスᶃとプロセスᶄの教科専門஌ࣝと教ࡐ研
究・教ࡐ開発を目的とする内容となっている。
̏ ．डߨੜにߦͬͨ「教科内容構成のྗ」にؔ͢る
Ξϯέʔτௐࠪの݁Ռ
ᾇΞンέート調査߲目の構成
　Ξンέート調査は，以下の３߲目で構成した。
・໰̍：教科教育およͼ教科内容の授業を通して学ੜに
֫ಘさせたい「教科内容構成のྗ」として，教科内容
構成のプロセスᶃとᶄから９߲目をઃ定した。さらに，
各授業の内容をצҊして，各授業のઃ໰内容をܾ定し，
「どのఔ度，各ྗが৳ͼたとࢥ͏か」にͭいて̑݅๏に
よりճ౴をٻめた。
・໰̎：ࣗ༝記ड़により，授業の内容から，中等਺学科
指ಋ๏開発では「͜の学習をߦったྑさ」を，中等ཧ
科内容࿦（஍学）とॳ等家庭科授業研究・ॳ等家庭科
内容研究，中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）では「授業を
通して教科内容を構成するྗのどの部෼の向上に໾
立ったか」を，໰った。
・໰３：̑ ݅๏により「教৬ࢤ๬」のఔ度にͭいてਘͶた。
ᾈΞンέート調査の実ࢪํ๏
　各授業をड講している学ੜにରして，中等਺学科
指ಋ๏開発ではάϧープ別ϚΠクロςΟーνンά報
告会終ྃ時，中等ཧ科内容࿦と中等ࠃޠ科内容࿦で
は15ճの授業終ྃ時，家庭科では授業研究と内容
研究の合計30ճの授業終ྃ時，にΞンέート調査
を഑෍し，ͦの৔で記入させճऩをߦった。
ᾉΞンέート調査の݁果
　実ࢪしたΞンέート調査の͏ͪ，「教科内容を構
成するྗ」のߴまりをਘͶた「໰̍」の９߲目の݁
果は，表̎にࣔす通りである。
　Ξンέートでは，「৳ͼたかど͏か」を̑݅๏で
ฉいているため，中ԝ஋３（どͪらともݴえない）
を基४にした̍αンプϧのt検定を各߲目でߦった。
　ˎ，ˎˎ，̈のϚークがͭいているઃ໰に関して
は，３とൺ΂て༗ҙࠩ（̈は܏向）がある，とい͏
ҙຯになる。Ϛークがͭいているઃ໰の͏ͪ，平ۉ
஋が３以上のものは，授業を通して学ੜが৳ͼたと
ࢥっているྗであり，ٯにϚークがあるઃ໰の͏ͪ，
平ۉ஋が３以下のものは，৳ͼていないと学ੜが
ࢥっているྗͩとい͏ղऍができるとߟえらΕる。
͜の視点から，表３の݁果をղऍしてみたい。
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　中等਺学科指ಋ๏開発の授業では，「教科内容の
ܥ統ੑ΍原ཧをߟྀして年間の授業計画を立てる͜
と」に関しては৳ͼたとはݴえないものの，ͦのଞ
のྗは，「άϧープで学習指ಋҊを作成し，໛ٖ授
業をߦい，ͦの༷子をϏσΦࡱӨし，ஞޠ࿥を༻い
ながら授業検౼をߦ͏」とい͏׆動を通してߴまっ
ているとߟえらΕる。
　中等ཧ科内容࿦（஍学）の授業では，学ੜが最も
৳ͼたと評価しているのは「教科の専門的஌ࣝをも
ͭ͜と」であった。
　ॳ等家庭科授業研究とॳ等家庭科内容研究の連動
したશ30ճの授業では，教科内容構成の９߲目の
͏ͪ，「子どもたͪの発ୡஈ֊΍原ཧをߟྀして年
間の授業計画を立てる͜と」以֎の８߲目に関して
ଟくの学ੜが「৳ͼた」と評価している͜とが໌ら
かになった。
　中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）の授業では，学ੜが
最も৳ͼたと評価しているのは「教科の専門的ҙࣝ
をもͭ͜と」であった。
̐ ．तۀにΈΒΕる「教科内容構成」΁のΞϓϩʔ
νと「教科内容構成のྗ」の育成
　本学部では，平成18年度からಠࣗに構築・実ࢪ
してきたコΞ・カリキュラムશ体で教科内容構成の
プロセスᶃ・ᶄを実践するとい͏ํ๏で，教科内容
構成の開発研究をߦってきた。ͦのため，各教員΍
各講࠲で୲౰する授業科目の中で，༷ʑな教科内容
構成にରするΞプローνが展開さΕている。
　ࠓճ報告した̐ͭの教科（講࠲）でのऔり૊みは，
以下のよ͏にߦΘΕていた。
・ཧ科：各教員が「教科内容構成」と୲౰授業科目
の関܎をߟえ，授業内容を࠶構成し，ͦΕͧΕの授
業を実ࢪする。
・਺学：基本的には，ཧ科とಉ༷に，各教員が「教
科内容構成」と୲౰授業科目の関܎をߟえ，ݸ別に
授業を実ࢪするが，਺学教育講࠲で開講しているॳ
等・中等のࢉ਺・਺学の授業科目の内容を統合し，
プロセスᶃ・ᶄを֫ಘさせるための授業科目として
「中等਺学科指ಋ๏開発」をҐஔづけ，教科教育と
教科内容୲౰教員のTTで授業を実ࢪする。
・家庭科：家੓教育講࠲で開講しているશ授業科目
（カリキュラム）を構଄化し，ͦの中でプロセスᶃ・
ᶄをどのよ͏にஈ֊的に育成するのかを構૝し，各
授業科目の内容をܾ定し，Մೳなݶり教科教育と教
科内容୲౰教員のTTで授業を実ࢪする12）。
・ࠃޠ：ཧ科とಉ༷に，各教員が「教科内容構成」
と୲౰授業科目の関܎をߟえ，授業内容を࠶構成し，
ͦΕͧΕの授業を実ࢪする。
　͜Εら各タΠプのऔり૊みの中で実ࢪさΕている
授業をडけた学ੜがࣗݾ評価した「教科内容構成の
ྗ」に関するߴまりの݁果は，先にߟ࡯した通りで
ある。
　以上から，ड講ੜが，教科内容構成ྗ９߲目の͏
ͪ，７～８߲目が「৳ͼた」と評価した中等਺学科
指ಋ๏開発とॳ等家庭科授業研究・内容研究をみる
と，いͣΕも教科教育と教科内容୲౰教員のTTに
より実ࢪさΕていた。ͦの内容は，中等਺学科指ಋ
๏開発では，プロセスᶃᶄの֫ಘを目的として，学
ੜがάϧープに෼かΕ，ࢉ਺・਺学のҰͭの内容を
औり上͛，指ಋ計画を作成し，໛ٖ授業を実ࢪし，
ͦの検౼を学ੜと教科教育・教科内容の୲౰教員で
ߦ͏計画となっていた。また，家庭科授業研究・内
容研究は，教科教育と教科内容の各15ճͣͭの授
業を連動させ，プロセスᶃの֫ಘを計画した授業で
あったが，学ੜは，プロセスᶃのみならͣᶄのྗも
「৳ͼた」と評価していた。
　͜Εにରして，表３のཧ科とࠃޠの中等内容࿦は，
ද̏ɹडߨੜによる学部तۀにର͢る教科内容構成ྗ育成にؔ͢るΞϯέʔτௐࠪ݁Ռ
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成コΞ・カリキュラムでશ学ੜにඞ修として課さΕ
ている「教科授業研究」と「教科内容研究」の授業
で，部会員が教科内容構成指ಋ教科書をࣥචし実践
した「中等਺学科指ಋ๏開発A」，「中等ཧ科内容࿦
（஍学）」，「ॳ等家庭科授業研究」，「ॳ等家庭科内容
研究」，「中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）」のड講ੜに
ରしてΞンέート調査を実ࢪした。
̎．तۀの֓ཁ
　教科内容構成の視点で構成・実ࢪした授業科目の
概要は，以下にࣔす通りである10）。
ᾇ「中等਺学科指ಋ๏開発A」（教৬に関する科目）
　਺学教育専修11）に所属している小・中学校教育
コースの３・̐年࣍ੜをର৅に，教科教育と教科内
容の教員がTTで開講している܁りฦしཤ修Մೳな
プロセスᶄをؚΉ授業である。授業作りのϙΠント
を講ٛした後，学ੜがॎׂりのάϧープに෼かΕ，
各άϧープでࢉ਺・਺学のҰͭの内容をऔり上͛，
指ಋ計画を作成し，ϚΠクロςΟーνンάを実ࢪす
る。最後に実践をৼりฦり，授業づくりのϙΠント
ٴͼ教ࡐの਺学的എܠを確認する内容となってい
る。
ᾈ「中等ཧ科内容࿦（஍学）」（教科に関する科目：
教科ᶗ）
　ཧ科教育専修に所属している小・中学校教育コー
ス̎年࣍ੜをର৅に，教科内容の教員が，中学校ཧ
科の஍学領域（小学校・ߴ等学校との関連もؚΉ）
の内容と最先୺の科学とのܨがり等にͭいて講ٛす
るとڞに，学校の教科書でऔりѻΘΕている現৅に
関する৽しい研究による実ଶ೺Ѳ΍ղऍにͭいても
ఏࣔする。プロセスᶃの教科内容のܥ統ੑの原ཧと
教科指ಋにおける教科専門஌ࣝの࠶構成を目的とす
る内容となっている。
ᾉ「ॳ等家庭科授業研究」（教৬に関する科目）・「ॳ
等家庭科内容研究」（教科に関する科目）
　小学校教育コース̎年࣍ੜをର৅に，教科教育の
教員によるॳ等家庭科授業研究と教科教育・教科内
容の教員がTT体制で指ಋするॳ等家庭科内容研究
により，プロセスᶃをୡ成するよ͏計画している。
授業研究では，家庭科の目的と内容・授業構成ཧ࿦
を講ٛし，内容研究では，小学校家庭科の現ߦ学習
指ಋ要領と教科書を学ੜが෼ੳし，ͦの໰題のղܾ
を教科内容学と教科教育学から୳ٻしていく内容と
なっている。
ᾊ「中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）」（教科に関する科
目：教科ᶗ）
　ࠃޠ科教育専修に所属している小・中学校教育
コース̍年࣍ੜをର৅に，教科内容の教員が，ࠃޠ
科教員にඞਢの஌ݟと指ಋྗを育成するために，中
等ࠃޠ科における׽文学の現୅的ҙٛ・教育的ҙٛ
を講ٛする。具体的には，中・ߴ等学校教科書を中
৺にͦのಡղと׽文教ࡐとしてのݟ஍から検౼をՃ
え，特௃΍指ಋす΂き内容（小学校との関連もؚΉ）
にͭいて講ٛするものであり，ࣗらの׽文教育؍の
基ૅを築き，教ࡐ開発をߦ͏͜とを目指している。
プロセスᶃとプロセスᶄの教科専門஌ࣝと教ࡐ研
究・教ࡐ開発を目的とする内容となっている。
̏ ．डߨੜにߦͬͨ「教科内容構成のྗ」にؔ͢る
Ξϯέʔτௐࠪの݁Ռ
ᾇΞンέート調査߲目の構成
　Ξンέート調査は，以下の３߲目で構成した。
・໰̍：教科教育およͼ教科内容の授業を通して学ੜに
֫ಘさせたい「教科内容構成のྗ」として，教科内容
構成のプロセスᶃとᶄから９߲目をઃ定した。さらに，
各授業の内容をצҊして，各授業のઃ໰内容をܾ定し，
「どのఔ度，各ྗが৳ͼたとࢥ͏か」にͭいて̑݅๏に
よりճ౴をٻめた。
・໰̎：ࣗ༝記ड़により，授業の内容から，中等਺学科
指ಋ๏開発では「͜の学習をߦったྑさ」を，中等ཧ
科内容࿦（஍学）とॳ等家庭科授業研究・ॳ等家庭科
内容研究，中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）では「授業を
通して教科内容を構成するྗのどの部෼の向上に໾
立ったか」を，໰った。
・໰３：̑ ݅๏により「教৬ࢤ๬」のఔ度にͭいてਘͶた。
ᾈΞンέート調査の実ࢪํ๏
　各授業をड講している学ੜにରして，中等਺学科
指ಋ๏開発ではάϧープ別ϚΠクロςΟーνンά報
告会終ྃ時，中等ཧ科内容࿦と中等ࠃޠ科内容࿦で
は15ճの授業終ྃ時，家庭科では授業研究と内容
研究の合計30ճの授業終ྃ時，にΞンέート調査
を഑෍し，ͦの৔で記入させճऩをߦった。
ᾉΞンέート調査の݁果
　実ࢪしたΞンέート調査の͏ͪ，「教科内容を構
成するྗ」のߴまりをਘͶた「໰̍」の９߲目の݁
果は，表̎にࣔす通りである。
　Ξンέートでは，「৳ͼたかど͏か」を̑݅๏で
ฉいているため，中ԝ஋３（どͪらともݴえない）
を基४にした̍αンプϧのt検定を各߲目でߦった。
　ˎ，ˎˎ，̈のϚークがͭいているઃ໰に関して
は，３とൺ΂て༗ҙࠩ（̈は܏向）がある，とい͏
ҙຯになる。Ϛークがͭいているઃ໰の͏ͪ，平ۉ
஋が３以上のものは，授業を通して学ੜが৳ͼたと
ࢥっているྗであり，ٯにϚークがあるઃ໰の͏ͪ，
平ۉ஋が３以下のものは，৳ͼていないと学ੜが
ࢥっているྗͩとい͏ղऍができるとߟえらΕる。
͜の視点から，表３の݁果をղऍしてみたい。
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教科内容の授業୲౰教員が，学習指ಋ要領΍教科書
でऔりѻΘΕている教科内容の視点から各専門（஍
学，׽文学）の内容を࠶構成して実ࢪした݁果であ
る。しかし，いͣΕも「専門஌ࣝの習ಘ」のみの評
価となっていた。
　͜の原ҼのҰͭとして，ཧ科とࠃޠの中等内容࿦
は，ਤ̎の中学校教育コースの教科ᶗにҐஔづく授
業となってはいるが，いͣΕも教科ᶘの概࿦が先に
学͹Ε，ͦの後に教科ᶘの中等内容࿦が学͹Εると
い͏ॱংでカリキュラムが編成さΕていた͜とがߟ
えらΕる。教科内容構成ྗの育成とい͏؍点から捉
えるなら͹，લड़したよ͏に，本来教科ᶗは，プロ
セスᶃをؚΉ内容となっており，ͦΕが中学校教員
養成コΞ・カリキュラム教科専門の最ॳの学習とし
てҐஔづけらΕ，ͦΕを基൫に教科ᶘ・ᶚが展開さ
Ε，学習がੵみ上͛らΕていく͜とにҙຯがあると
ߟえらΕる。しかし，教科ᶘの஍学概࿦΍׽文学概
࿦を先ߦさせて教科ᶘをҐஔづけてしま͏と，「ཧ
科内容࿦（஍学）」「ࠃޠ科内容࿦（׽文学）」が教
科内容の基൫となる科学・学໰の専門ੑのߴ度化に
しか݁ͼͭかなくなるのではないか。
　以上の͜とから，教科教育と教科専門の授業にお
ける「教科内容構成ྗ」の育成に関しては，教科教
育と教科専門を連動させ，「どのよ͏な教科内容構
成のྗを育成するのか」を目的として授業内容を構
૝していく͜とが，学ੜࣗ਎の「教科内容構成ྗ」
のߴまりに݁ͼͭいているとߟえらΕた。特に，教
科専門の授業科目の৔合，教科教育との連動をਤり，
授業構成の視点から授業内容を構築しなけΕ͹，教
科内容構成ྗには݁ͼͭかない͜とがਪଌできた。
Ⅵ ．おわりに－岡山大学教育学部における「教科内
容構成」開発研究の特徴と課題－
　岡山大学教育学部でߦってきた「教科内容構成」
開発研究は，「教科内容構成」をߦ͏৽たな授業等
をઃけて実践するのではなく，学部ಠࣗに構築・実
ࢪしていた教員養成コΞ・カリキュラムશ体で教科
内容構成のプロセスᶃ・ᶄの実践を目指す「શての
授業科目を通͡て指ಋするҰ؏教育体制」をとった。
ͦのため，各教員΍各講࠲では，カリキュラム΍授
業の現ঢ়を෼ੳし，ͦΕらを教科内容構成の視点か
ら捉え௚し，ಠࣗにແཧのないํ๏で教科内容構成
をͦΕͧΕの授業で実ࢪしてきた。ͦの݁果，本学
部における教科内容構成開発研究は，各教員΍各講
࠲が୲౰する授業科目の中で，ଟ༷な教科内容構成
にରするΞプローνが展開さΕている͜とが特௃と
なっているとߟえらΕる。また，ͦの成果は，ຖ年
度，講࠲୯Ґのࣗओ的なFD׆動として実ࢪさΕた
授業ެ開とϐΞϨϏューおよͼࣥචさΕた教科書に
みる͜とができる。͜の教科内容構成΁のऔり૊み
は，平成27年度に本学部がड৹した「教員養成教
育認定評価」でもߴい評価をಘた13）。
　しかしͦΕは，あくまでも教員ݸʑਓ΍講࠲で，
教科内容構成の視点から授業を࠶構築していく͜と
を目指すものであり，ͦ の成果を学部શ体でڞ༗し，
教員養成コΞ・カリキュラムࣗ体を教科内容構成の
視点から࠶構築する研究にはなりಘていなかった。
　Ճえて，教科内容構成開発研究のલఏとしたੵみ
上͛ࣜの教員養成コΞ・カリキュラムは，طに，シ
ラバスϨϕϧで̐年࣍の「教৬実践ԋ習」がコΞ・
カリキュラムの最終ஈ֊の໾ׂを果たせるものとは
なっていなかった。さらに，中学校教員養成では，
教科専門の教科ᶗの時点で「教科の専門的な஌ࣝを
࣋ͭ」とい͏ྗしか学ੜに֫ಘさせておらͣ，教科
内容構成開発研究の成果をؐݩする͜とにはなりಘ
ていなかった。
　平成23 ～ 27年度の本学部での教科内容構成開発
研究の݁果からߟえるなら͹，本学部で目指す実践
的指ಋྗを༗する教員を育成していくためには，「教
科内容構成」開発研究を，୯なる教科の専門ੑのߴ
度化のための研究としてҐஔづけるのではなく，教
育実習΍教৬実践ԋ習もؚめたશ授業科目で，「教
科内容構成のどのよ͏なྗが育成Մೳなのか」を໌
らかにした上で，教育実習をコΞとして教科教育・
教科専門をҰ連のものとして࠶構築し，教科内容構
成ྗࣗ体の育成を目指したカリキュラム開発が目指
さΕなけΕ͹ならないͩΖ͏。
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